
 

 

 令和６年９月～

12月に８地区で地区推進連

絡会が開催されました。令和7年11月の第５期金沢ささえ

あいプラン地区別計画確定に向け、今後５年間の地域活動

について話し合われました。たくさんの意見が出るよう

に、グループワーク形式で行う地区も多く、六浦地区では

担い手不足解消に向けて、関東学院大学と横浜市立大学の

学生に参加してもらい、地域の学生との関わりについて話

し合いが行われました。 

地域活動に関わる皆さんや団体が

集まって、広く地域の課題を話し

合ってるよ。年に１～２回開催して

るんだよ！ 

 

  

   

このスタンプがついている地域の

活動は、第4期金沢ささえあいプ

ラン地区別計画の中に記載されて

いる事業です。詳細は、こちら➡ 

 

 
金沢区地域力通信 

「地域と奏でるハーモニー」 

バックナンバーは、こちら➡ 

開催地区 場 所 開催日 参加人数 

能見台 能見台地域ケアプラザ 12/21(土) 31人 

金沢東部 谷津坂会館 9/28(土) 34人 

金沢中部 いきいきセンター金沢 10/28(月) 44人 

金沢南部 西柴地域ケアプラザ 11/21(木) 54人 

金沢 金沢区役所1階会議室 11/23(土・祝) 46人 

六浦東 関東学院大学 10/12(土) 35人 

六浦 瀬戸町内会館 11/19(火) 42人 

六浦西 六浦地区センター 10/11(金) 75人 

令和６年度 地区推進連絡会 

制作・著作/金沢区役所 総務部 地域振興課 地域力推進担当    〒236-0021 横浜市金沢区泥亀二丁目9番1号 

TEL：045－788－7809  FAX：045－788－1937       発行/令和７年１月（令和６年度第４号№55） 

「コミュニティサロンの運営を学ぶ見学会」 

日時：２月25日（火）12時金沢文庫駅集合 

内容：さくら茶屋、みんなの居場所 結 訪問・見学 

費用：さくら茶屋で昼食をとる場合、実費1,000円程度 

対象：地域での居場所づくりに興味のある方（定員10人） 

申込：２月18日（火）必着 ※ お問合せは、下記「地域力推進担当」へ 

お申込みは、 

←こちら 

※応募多数の場合、区内在住、在勤、在学者優先 

金沢区幸せお届け大使  

ぼたんちゃん 

令和６年度第４号 金沢区地域力通信 

  

 

富岡第二地区社会福祉協議会事務局長 岡田 明夫さん 

富岡第二地区 

 第８回とみにウォークラリーを11月３日（日・祝）に開催しました。直前まで

お天気が心配でしたが、当日はポカポカの秋の陽気で一安心、このイベントは毎

年晴れます。今年は150人を超える地域の方々が、大人で２時間ほどかかる富岡

五山（慶珊寺、長昌寺、持明院、宝珠院、悟心寺）と富岡八幡宮をめぐるウォークラ

リーに参加してくれました。参加者は交差点や分岐点を示したコマ図を持って、

チェックポイントを回ります。分かりにくいポイントには、自治会町内会の皆さん、スポーツ推

進委員、保健活動推進員、民生委員・児童委員らが立ち、誘導してくれました。進行管理の青少

年指導員も含め、総勢61人のスタッフが関わってくれています。「毎年違うコースを考えても

らえるので、知らない道やお寺を巡ることができて

新鮮」「これからもずっと続けてほしい」といった

声を聞き、大変うれしく思いました。地域をより

知ってもらうきっかけになってほしいです。 
 

＼富岡五山と神社巡り／

コマ図 

家族で協力してゴールを目指します 

ぼたんちゃんの 
お見送りでスタート！ 

ゴールした人は参加賞に加えて 
豪華なくじ引きも 

                            

 

六浦東地区社会福祉協議会事務局長 内山 昭博さん 

 11月２日（土）、瀬ヶ崎小学校で「六浦東 芸能祭」を開催しました。今

年で17回目となるこのイベントは、子どもから大人まで、地域の芸達者のみな

さんが日頃の活動の成果を披露する場となっています。今年は10組を超える出

演者が集まり、吹奏楽からダンス、大道芸、落語まで、幅広いステージ発表

で、観客を魅了し続けました。  

六浦東地区 

オープニングを務めたのは金沢高校の吹奏楽部！ 

フラダンスに… 

大道芸に… 

  訪れた人からは「プログラムが充実して

いて見ごたえがある」「いろいろな発表が

見られるので、毎年親子三代で楽しん

でいます」という声が聞かれました。 

 芸能祭を地域の方々の多世代交流

の場として、伝統行事にしていけたら

いいと思っています。 

チアダンスまで！ 



 

金沢南部地区社会福祉協議会常任理事 

金沢南部地区スポーツ推進委員地区長 上村 健一郎さん 

2024 グラウンドゴルフ大会

金沢南部地区 

11月4日（月・休日）、金沢中部地区では毎年この時期に、地区

内にお住いの方の世代交流を図るために、みかん狩りを実施してい

ます。毎年大盛況で、今年も子ども約50人を含めて150人近くの方が参加しました。 

10時にハイテラス金沢文庫に集合し、みかん畑のある「柴ファーム」に向けて、順次出発。

上り坂が多い行程でしたが、楽しく会話をしながら40分程度歩き、畑に隣接した広場に到着。

お菓子争奪じゃんけんゲームで楽しんだ後、みかん狩りの会場へ移動しました。 

みかん畑では、おいしく色づいたみかんを食べ、お土産のみかんも取りました。同じ町内会

に住んでいても、話したことがない方々が「みかんは小さいほうが、おいしいのよ」「この木

のみかんは、味が濃く甘い」「この木のみかんは甘い」など、自然に会話が弾んでいました。

ほどんどの参加者が10個以上のみかんを食べ、袋いっぱいにみかんを詰めてい

ました。 

みかん狩りの後は、隣接した広場に集合後、ビンゴ

ゲームで盛り上がり、楽しいイベントが終了しました。

多くの方に参加いただき、イベントを通して交流を深め

ることができました。今後も楽しいイベントを企画しま

すので、ぜひ参加してください。 

 金沢中部地区 

  秋のお楽しみ 
金沢中部地区社会福祉協議会世代交流部会長 森谷 時男さん 

～ 楽しく交流 ～ 

 12月１日（日）、まつかぜ公園グランドで「グラウンドゴルフ大会」を開催。昨年度は雨

天により途中で中止となり、開催は久しぶりです。老人会と子ども会を中心に広報し、子ど

も22人と当日の役員等を含めて89人の参加となりました。開会式と全員でラジオ体操後、

子どもが１～２人入った４～５人で1チームとなり、全員で一斉にプレイを開始しました。 

 大人の参加者は、「子どもは初めての子が多いので、怪我をしないように丁寧に教えてあ

げながら、自分もプレイするのは大変」と笑顔。子どもたちは、初めは思うようにクラブが

振れず、ボールも思うような方向に打つことができませんでしたが、大人たちの応援や指導

のもと、上達していきました。それぞれのチームで和やかに会話が弾んでいき、最後には、

「悔しいこともあったけど、楽しかった」との感想。表彰式では、大人部門、子ども部門の

それぞれ３位までに、秋の味覚の賞品が授与されました。子ども部門

の優勝者は「３回目の出場。コロナ禍で出場できない時もあったけれ

ど、子どもの部として最後の参加で、優勝できてとてもうれしい。来

年は大人の部で力を発揮したい」と言っていました。 

 世代を超えた楽しい会話が、この後も地域でも広がり、地域の活性

化につながることを期待しています。 

 まず、全員でラジオ体操 

みんなの応援を受けてプレイ 

自治会町内会ごとに出発 

 

 11月13日（水）、臨海部産業団地エリアで一斉清掃に取り組みま

した。このイベントは金沢土木事務所と連携し、平成29年度から実施

しています。協議会会員の企業の皆さんにご参加いただき、今年は総

勢210人で開催しました。 

 臨海部産業団地の道路上では、ごみの不法投棄が問題となっていま

す。当日は幸浦一丁目交差点から電機団地前交差点にかけて、中央分

離帯を中心に歩いて回収しました。「３回目の参加です。ごみが毎回

多いですね」と話してくれた生産現場の方や、「植込みの中にごみが

入り込んでいるんですよ」と教えてくれた人事

総務系の仕事をなさっている方など、業種も職

種も異なる皆さんが参加しました。 

 回収したごみは、ペットボトルや缶ごみ、大

きなものでは照明電気の傘や七輪まであり、計

400㎏にもなりました。臨海部産業団地における環境美化の周知啓発の

促進、清掃活動を地域に根差した取組として育んでいくことができるよ

う対策を進めていく必要性を感じた1日となりました。 

釜利谷地区 

金沢消防団第六分団第１班班長 糸賀 浩之さん 

  

お な か い あ か さ か  

私が所属している金沢消防団第六分団は、４班編成合計72

人で活動しています。区内の災害に出動するほか、普段は月１

回の定例訓練や自治会町内会の防災訓練支援等、地域に密着し

た活動を行っています。 

昨年は、訓練を積み重ねた結果、神奈川県消防操法大会（小型ポンプ操法の部）に横浜市代

表として出場する機会を得ることができ、県内19消防団と競い合い、準優勝を獲得。分団員全

員で喜び合うとともに、この結果を地域防災に役立てようと誓い合いました。御仲井赤坂町内

会館での心肺蘇生法講習会では、私を含めた消防団員が指導者としてＡＥＤの使用方法等の説

明を行い、参加した町内会の方から、「自信がついた」「次は119番

通報訓練もしてみたい」との頼もしい声もいただきました。 

 消防団員は、訓練や活動等を通じて地域の方と接することが多くあ

りますが、その際に「心強い存在」と声を掛けられることがあり、と

ても励みになっています。消防団は、消防署と連携し、地域防災力の

向上を目的に活動しています。私たちと一緒に活動する仲間が増えて

くれるとうれしいです。 

日頃の訓練の成果が実りました。    

ご支援ありがとうございました！ 

神奈川県消防操法大会 準優勝 
 

10月12日(土)の心肺蘇生法講

習会には町内会員10人が参加 

令和６年度 

一般社団法人 横浜金沢産業連絡協議会会長 横山 雅行さん 

LINKAI横浜金沢地区 

 袋いっぱいになりそうです。 

車に積み込んでいきます。 

車に気を付けて。いざ出発！ 


